
め
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
十
八
～
三
十
年
の
食
中
毒
の
発
生
状
況
は
、
六
一
九
件
（
患
者
数
一
万
四
六
〇
四
人
、
死
者
二
人
）
で
あ
っ
た
。
原
因
物

質
で
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
（
八
七
六
二
人
）
が
約
六
〇
％
を
占
め
て
お
り
、次
い
で
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
（
一
七
一
六
人
）
が
多
か
っ

た
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
毎
年
冬
季
を
中
心
に
発
生
す
る
が
、
特
に
平
成
十
八
年
に
は
患
者
数
が
一
五
六
五
人
と

最
も
多
か
っ
た
。

第
四
節
　
社
会
福
祉
の
多
角
的
展
開
と
到
達
点

一　

貧
困
問
題
へ
の
社
会
的
注
目
の
高
ま
り
と
対
策
の
強
化

生
活
保
護
と

自
立
支
援

平
成
中
期
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
保
護
費
の
支
給
等
に
加
え
て
、
生
活
保
護
受
給
者
の
就
労
支
援
が
促

進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十
二
月
に
厚
生

労
働
省
が
策
定
し
た
「「
福
祉
か
ら
雇
用
へ
」
推
進
五
か
年
計
画
」
が
あ
る
。
同
計
画
は
、
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
平
成
十

九
年
度
ま
で
に
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
て
の
地
方
自
治
体
で
策
定
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
「
チ
ー
ム
支
援
」

に
よ
り
生
活
保
護
受
給
者
等
の
就
労
促
進
を
目
指
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
矢
先
の
平
成
二
十
年
に
、
米
国
の
投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
を
発
端
と
す
る
世
界
金
融
危
機
が

発
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
経
済
情
勢
は
一
挙
に
悪
化
し
、
各
地
で
失
業
者
や
ホ
ー
ム
レ
ス
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
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た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
求
職
者
支
援
、
福
祉
貸
付
、
住
居

確
保
な
ど
数
多
く
の
支
援
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
年
の
年
末
か
ら

二
十
一
年
の
年
始
に
か
け
て
は
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
比
谷
公
園
に
年
越
し

派
遣
村
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
取
組
は
、
貧
困
問
題
の
存
在
や
深
刻
さ
を
社
会

に
認
識
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
平
成
二
十
一
年
九
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
自
民
党
と
公
明
党
は
野
党
に
転
落
し
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
政
権
が
誕
生
し

た
。
民
主
党
政
権
の
下
で
実
施
さ
れ
た
の
が
、
相
対
的
貧
困
率
の
発
表
で
あ
る
。
相
対
的
貧
困
率
と
は
、
世
帯
の
所
得
が
、
そ

の
国
の
等
価
可
処
分
所
得
の
中
央
値
の
半
分
に
満
た
な
い
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
平
成
十
九
年
調
査
で
の
国
内
の
相
対
的
貧
困

率
は
、
一
五
・
七
％
に
達
し
て
い
た
。
平
成
二
十
二
年
に
は
内
閣
府
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー

ビ
ス
（
様
々
な
生
活
上
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
々
を
個
別
的
・
継
続
的
・
包
括
的
に
支
援
）
が
導
入
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
自
民
、
公
明
の
両
党
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
で
勝
利
し
、
政
権
に
復
帰
し
た
。
こ
の
時
期
に
生
活

保
護
制
度
の
見
直
し
や
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
構
築
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成
二
十
五
年
八
月
に
生

活
保
護
基
準
の
段
階
的
な
引
下
げ
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
は
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が

成
立
し
（
二
十
七
年
四
月
施
行
）、
二
十
七
年
四
月
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
生
活
困
窮
者

に
対
し
て
自
立
相
談
支
援
事
業
（
必
須
事
業
）
や
就
労
準
備
支
援
事
業
（
任
意
事
業
）
等
の
実
施
、住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
（
必

須
事
業
）
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
平
成
二
十
五
年
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、

三
十
年
六
月
に
は
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

写真 ��198　相対的貧困率
について報じる新聞
（朝日新聞� 平成21
（2009）年10月20日）
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兵
庫
県
の
生
活
保
護 

・
自
立
支
援
の
状
況

平
成
二
十
年
に
発
生
し
た
世
界
金
融
危
機
は
、
兵
庫
県

の
生
活
保
護
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
図
107
の

と
お
り
、
兵
庫
県
の
生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
数
、
被
保
護
人
員
、
保
護
費
総

額
は
、
平
成
二
十
年
代
前
半
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
景
気
が
回

復
し
始
め
た
平
成
二
十
五
年
度
以
降
も
高
止
ま
り
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
兵
庫
県
内
の
生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
の
構
成
比
は
、
平
成
二
十
二
年
度
が

高
齢
者
世
帯
四
三
・
一
％
、
母
子
世
帯
九
・
二
％
、
障
害
者
世
帯
一
〇
・
八
％
、

傷
病
世
帯
二
二
・
六
％
、
そ
の
他
世
帯
一
四
・
三
％
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
七

年
度
に
、
高
齢
者
世
帯
四
八
・
五
％
、
母
子
世
帯
七
・
六
％
、
障
害
者
世
帯
一

一
・
二
％
、
傷
病
世
帯
一
六
・
七
％
、
そ
の
他
世
帯
一
六
・
〇
％
と
な
り
、
三

十
年
度
に
は
、
高
齢
者
世
帯
五
二
・
八
％
、
母
子
世
帯
六
・
四
％
、
障
害
者
世

帯
一
一
・
四
％
、
傷
病
世
帯
一
四
・
九
％
、
そ
の
他
世
帯
一
四
・
五
％
と
、
割

合
の
半
分
以
上
を
高
齢
者
世
帯
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
被
保
護
人
員
は
、
平
成
の
大
合
併
で
市
部
が
大
幅
に
拡
大
し

た
こ
と
か
ら
、
図
108
の
と
お
り
市
部
の
み
で
九
九
％
に
達
し
、
う
ち
八
割
以
上
が
神
戸
市
、
阪
神
地
域
、
姫
路
市
、
明
石
市
で

占
め
ら
れ
て
い
た
。

　
生
活
保
護
の
開
始
に
至
っ
た
理
由
（
神
戸
市
、
中
核
市
を
除
い
た
数
値
）
は
、
平
成
二
十
二
年
度
が
傷
病
に
よ
る
二
八
・
〇
％
、

急
迫
保
護
で
医
療
扶
助
単
給
二
・
〇
％
、
貯
金
等
の
減
少
・
喪
失
二
九
・
九
％
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
二
十
七
年
度
は
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傷
病
に
よ
る
二
〇
・
二
％
、
急
迫
保
護
で
医
療
扶
助
単
給
〇
％
、
貯
金
等

の
減
少
・
喪
失
四
二
・
八
％
と
な
る
。
平
成
三
十
年
度
に
は
、
傷
病
に
よ

る
二
二
・
四
％
、
急
迫
保
護
で
医
療
扶
助
単
給
一
・
五
％
、
貯
金
等
の
減

少
・
喪
失
三
九
・
六
％
と
、
平
成
後
期
に
か
け
て
貯
金
等
の
減
少
・
喪
失

の
割
合
が
拡
大
し
て
い
る
。
県
内
の
生
活
保
護
の
保
護
率
（
人
口
一
〇
〇

人
当
た
り
の
保
護
人
員
）
は
、
平
成
二
十
二
年
度
一
・
七
四
％
、
二
十
七
年

度
一
・
九
五
％
、
三
十
年
度
一
・
九
〇
％
と
推
移
し
た
。
生
活
保
護
受
給

者
を
対
象
と
し
た
保
護
施
設
は
、
平
成
三
十
年
時
点
で
県
内
に
救
護
施
設

八
（
公
立
一
、
私
立
七
、
定
員
五
四
〇
人
）、
更
生
施
設
一
（
公
立
、
定
員
五
〇

人
）、
医
療
保
護
施
設
一
（
私
立
、
定
員
二
六
八
人
）
が
あ
っ
た
。

　
平
成
中
期
か
ら
後
期
は
、
平
成
十
七
年
に
導
入
さ
れ
た
自
立
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
支
援
事
業
（
二
十
三
年
か
ら
「
福
祉
か

ら
就
労
」
支
援
事
業
、
二
十
五
年
か
ら
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
自
立
促
進
事
業

に
名
称
変
更
）
と
合
わ
せ
て
、
新
た
な
取
組
が
相
次
い
で
開
始
さ
れ
た
。

平
成
十
九
年
に
要
保
護
世
帯
向
け
長
期
生
活
支
援
資
金
（
二
十
一
年
に
要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
に
改
称
）
が
設

け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
居
住
用
不
動
産
を
持
ち
な
が
ら
生
活
に
困
窮
す
る
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
長
年
住
み
慣
れ
た
住
居

に
住
み
続
け
な
が
ら
当
該
不
動
産
を
担
保
に
貸
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
資
金
を
得
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
も
の
で
、
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生
活
福
祉
資
金
の
一
種
と
し
て
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
当
し
た
。
平
成
二
十
年
に
は
県
が
郡
部
で
救
護
施
設
居
宅
生
活

者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
同
事
業
は
、
一
時
的
に
精
神
状
態
が
不
安
定
と
な
る
居
宅
生
活
の
生
活
保

護
受
給
者
に
対
し
、
救
護
施
設
を
短
期
間
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
規
則
正
し
い
生
活
を
提
供
し
、
日
中
作
業
を
経
験
さ
せ

る
こ
と
で
精
神
状
態
を
安
定
さ
せ
、
居
宅
生
活
の
継
続
を
支
援
す
る
内
容
に
な
る
。

　
世
界
金
融
危
機
発
生
後
の
平
成
二
十
一
年
度
に
県
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の

交
付
金
を
原
資
と
し
た
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出
基
金
を
活
用
し
、
求
職
中
の
貧
困
・
困
窮
者
等
が
雇
用
や
就
業
機
会
の
確
保

に
向
け
、
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
必
要
な
支
援
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事

業
、
就
労
支
援
員
設
置
事
業
、
住
宅
確
保
・
就
労
支
援
員
設
置
事
業
、
そ
し
て
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
対
策
（
後
述
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
は
、
住
居
を
喪
失
し
た
者
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
者
に
対
し
て
、
住
宅
費
用
を
支
援
す
る
も
の
で
、
支
給
額
は
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準
額
に
準
拠
し
て
い
た
（
支
給

期
間
は
六
カ
月
間
）。
な
お
、
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
は
、
平
成
二
十
五
年
に
住
宅
支
援
給
付
事
業
と
改
称
し
、
支
給
期

間
は
原
則
三
カ
月
間
（
最
長
九
カ
月
）
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
就
労
支
援
員
設
置
事
業
は
、
県
・
市
福
祉
事
務
所
の
就
労
支
援

員
を
増
員
す
る
ほ
か
、
県
・
市
区
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談
員
を
設
置
し
、
早
期
の
就
労
や
自
立
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
内
容
で
あ
る
。
住
宅
確
保
・
就
労
支
援
員
設
置
事
業
は
、
県
・
市
福
祉
事
務
所
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
確
保
・
就

労
支
援
員
の
増
員
と
、
早
期
の
住
宅
確
保
・
就
労
及
び
自
立
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
県
は
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
事
業
の
一
環
で
、
平
成
二
十
三
年
に
生
活
保
護
受
給
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業
、
二
十
六
年
に
生

活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
生
活
保
護
受
給
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業
は
、
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生
活
保
護
受
給
者
が
自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
就
職
に
役
立
つ
資
格
の
な
い
被
保
護
者
に
つ
い
て
、
自
動
車
運
転
免
許
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
特
殊
車
両
免
許
等
の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル

事
業
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
自
立
相
談
支
援
事
業
等
を
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
、
新
法
施
行
に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
体
制
整
備
を
進
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

支
援
対
策
事
業
は
、
平
成
二
十
六
年
度
を
も
っ
て
終
了
と
な
っ
た
が
、
住
宅
支
援
給
付
と
住
宅
確
保
・
就
労
支
援
員
の
設
置
に

関
し
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
中
に
支
給
決
定
し
た
者
の
う
ち
、
二
十
七
年
度
に
わ
た
り
支
給
す
る
者
が
い
る
場
合
に
限
り
、

二
十
七
年
十
二
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

　
前
記
の
ほ
か
に
も
県
の
取
組
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
に
子
ど
も
の
健
全
育
成
支
援

事
業
（
生
活
保
護
世
帯
の
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
や
そ
の
親
に
対
し
て
学
習
支
援
・
養
育
相
談

等
を
実
施
）、
二
十
五
年
に
生
活
保
護
受
給
者
居
住
支
援
事
業
（
生
活
保
護
受
給
者
が
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
宅
確
保
の
見
守
り
及
び
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
等
の

支
援
を
行
い
、
家
賃
の
代
理
納
付
も
積
極
的
に
促
進
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
始
さ
れ
た
。
平
成

二
十
七
年
に
、
前
述
し
た
自
立
相
談
支
援
事
業
、
就
労
準
備
支
援
事
業
（
ど
ち
ら
も
企

業
組
合
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
に
委
託
）、
住
居
確
保
給
付
金
の
支

給
（
企
業
組
合
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
に
一
部
委
託
）
が
始
め
ら
れ

て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
度
に
は
、
県
に
よ
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
と
し
て
、
生

活
困
窮
者
世
帯
の
子
ど
も
を
地
域
で
支
援
事
業
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ブ
レ
ー
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
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テ
ィ
ー
に
委
託
）や「
子
ど
も
食
堂
」応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業（
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
寄
附
金
を
活
用
）が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
低
所
得
者
等
を
経
済
的
に
支
え
る
生
活
福
祉
資
金
は
、
図
109
の
と
お
り
世
界
金
融
危
機
を
受
け
て
貸
付
の
決
定
件
数
・
金
額

が
急
増
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
年
に
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
を
無
利
子
と
し
、

限
度
額
を
五
〇
万
円
か
ら
六
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
レ
ス
の
自

立
に
向
け
た
支
援

平
成
十
八
年
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
の
兵
庫
県
内
の

ホ
ー
ム
レ
ス
の
状
況
は
、
図
110
の
と
お
り
で
あ
る
。

県
南
部
の
都
市
部
に
ホ
ー
ム
レ
ス
が
多
く
存
在
し
て
い
た
。
他
方
で
、
そ

の
総
数
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
減
少
を
続
け
て
い
る
。

　
前
述
し
た
と
お
り
県
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支

援
対
策
事
業
を
開
始
し
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
対
策
の
推
進
は
、

そ
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
兵
庫
県
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
対
策
連

絡
協
議
会
を
開
催
し
て
の
総
合
的
支
援
対
策
、
相
談
業
務
、
緊
急
的
な
宿

泊
所
の
提
供
、
住
ま
い
や
保
健
・
医
療
の
確
保
等
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成

二
十
三
年
か
ら
県
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
等
貧
困
・
困
窮
者
等
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

で
生
活
し
て
い
る
人
々
（
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
と
も
呼
ば
れ
る
）
等
の
生
活
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困
窮
者
を
対
象
に
、
生
活
相
談
（
生
活
、
就
労
等
）、
食
事
の
提
供
、
一
時
的
宿
泊
者
の
提
供
、
技
能
訓
練
、
就
労
訓
練
等
の
総

合
的
な
支
援
を
実
施
す
る
事
業
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
神
戸
の
冬
を
支
え
る
会
に
委
託
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
二
十
七
年

を
も
っ
て
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
一
時
生
活
支
援
事
業
に
引
き
継
が
れ
た
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
神
戸
の
冬
を
支
え
る
会
が
継
続

し
て
受
託
）。

　
平
成
二
十
年
に
国
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
実
態
に
関
す
る
全
国
調
査
（
生
活
実
態
調
査
）
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
、
ホ
ー
ム
レ

ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
県
は
、
平
成
二
十
二
年
に
兵
庫
県
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立

支
援
等
に
関
す
る
実
施
方
針
を
策
定
し
た
。

　
平
成
二
十
四
年
に
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
五
年
間
の
期
限
延
長
が
な
さ
れ
た
。
平
成
二

十
五
年
に
は
、
前
述
し
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
成
立
し
、
同
法
に
基
づ
き
ホ
ー
ム
レ
ス
へ
の
自
立
相
談
支
援
事
業
、
住

居
確
保
給
付
金
の
支
給
、
一
時
生
活
支
援
事
業
等
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
に
国
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支

援
等
に
関
す
る
基
本
方
針
を
新
た
に
定
め
て
い
る
。
国
の
基
本
方
針
を
基
に
県
は
、
平
成
二
十
七
年
に
兵
庫
県
ホ
ー
ム
レ
ス
の

自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
実
施
方
針
を
改
め
て
策
定
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
事
業
が
終
了

し
た
後
も
、
一
時
生
活
支
援
事
業
、
兵
庫
県
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
対
策
連
絡
協
議
会
の
開
催
、
生
活
保
護
の
適
用
は
継
続
し

て
行
わ
れ
た
。

　
平
成
二
十
九
年
に
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
は
、
一
〇
年
間
の
期
限
延
長
が
な
さ
れ
た
。
平

成
三
十
年
に
国
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
基
本
方
針
の
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。
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二　

年
金
記
録
問
題
の
発
覚
を
背
景
と
し
た
年
金
制
度
の
見
直
し

　
平
成
十
九
年
に
、
年
金
手
帳
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
基
礎
年
金
番
号
に
統
合
さ
れ
て
い
な
い
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
が
約

五
〇
九
五
万
件
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
年
金
記
録
問
題
、
世
に
言
う
「
消
え
た
年
金
」
問
題
の
発
覚
で
あ
る
。
紙

台
帳
等
で
管
理
し
て
い
た
年
金
記
録
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
転
記
す
る
際
に
、
転
記
ミ
ス
が
生
じ
て
い
た
な
ど
、
社
会
保
険
庁

の
デ
ー
タ
管
理
の
杜
撰
さ
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
の
発
覚
を
受
け
て
兵
庫
県
で
は
、
平
成
十
九
年
六
月
の
県
議
会
本
会
議
で
一
部
の
議
員
が
質
問
の
中
で
年
金
記
録

問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
六
月
二
十
九
日
に
、
山や
ま

口ぐ
ち

信の
ぶ

行ゆ
き

兵
庫
県
議
会
議
長
名
で
、
衆
参
両
議
院
の
議

長
や
内
閣
総
理
大
臣
、
社
会
保
険
庁
長
官
等
に
宛
て
て
「
年
金
記

録
問
題
に
お
け
る
被
害
者
の
救
済
と
年
金
業
務
の
是
正
の
早
期
実

現
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
問

題
は
国
民
の
年
金
に
対
す
る
不
信
を
増
大
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、

平
成
二
十
一
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
自
公
政
権
の
惨
敗
と
民
主

党
政
権
の
誕
生
を
も
た
ら
す
原
因
の
一
つ
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
年
金
時
効
特
例
法
（
厚
生

年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
に
係
る
時
効
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
、
平
成
十
九
年
）
を
は
じ
め
四
つ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
、

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
増
額
分
を
時
効
に
か
か
わ
ら
ず
支
給
す

写真 199　�年金記録問題について報じる新聞（朝日
新聞�平成 19（2007）年 5月 12 日）
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る
な
ど
の
対
応
が
採
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
に
、
総
務
省
に
お
い
て
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
、
年
金
記
録
確
認
第

三
者
委
員
会
、
年
金
業
務
・
社
会
保
険
庁
監
視
等
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、
年
金
業
務
の
在
り
方
等
が
検
討
さ
れ
た
。

な
お
、
年
金
業
務
・
社
会
保
険
庁
監
視
等
委
員
会
は
、
平
成
二
十
二
年
に
年
金
業
務
監
視
委
員
会
に
改
組
さ
れ
て
い
る
。
厚
生

労
働
省
は
、
平
成
二
十
年
に
標
準
報
酬
遡
及
訂
正
事
案
等
に
関
す
る
調
査
委
員
会
、
二
十
一
年
に
年
金
記
録
回
復
委
員
会
を
設

置
し
、
事
態
の
解
決
に
当
た
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
二
年
に
厚
生
労
働
省
の
外
局
で
あ
っ
た
社
会
保
険
庁
が
解
体
さ
れ
、

新
た
に
特
殊
法
人
の
日
本
年
金
機
構
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
平
成
十
九
年
度
制
定
の
社
会
保
険
庁
改
革
関
連
法
に
基
づ
く
）。
こ

れ
ら
の
ほ
か
に
は
、
平
成
二
十
二
年
に
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
障
害
基
礎
年
金
（
障
害
厚
生
年
金
）
の
加
算
の
範

囲
拡
大
が
図
ら
れ
た
。

　
民
主
党
政
権
下
の
平
成
二
十
四
年
二
月
に
、
社
会
保
障
の
維
持
・
充
実
と
財
政
健
全
化
目
標
達
成
を
同
時
に
実
現
す
る
べ
く

野の

田だ

佳よ
し
彦ひ

こ
内
閣
は
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
を
閣
議
決
定
し
、
同
年
八
月
に
は
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
関
連
法
の
成
立

を
実
現
さ
せ
る
な
ど
し
た
。
年
金
関
連
で
は
、
被
用
者
年
金
一
元
化
法
（
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）、
年
金
機
能
強
化
法
（
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民

年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
法
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
）、
国
民
年

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
た
。
被
用
者
年
金
一
元
化
法
に
よ
っ

て
、
公
務
員
と
私
学
教
職
員
が
厚
生
年
金
保
険
に
移
行
し
、
共
済
年
金
制
度
が
厚
生
年
金
保
険
制
度
に
統
合
さ
れ
た
。
年
金
機

能
強
化
法
は
、
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一
の
恒
久
化
、
短
時
間
労
働
者
へ
の
厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
、
老
齢
年
金
受

給
資
格
期
間
の
二
五
年
か
ら
一
〇
年
へ
の
短
縮
等
の
実
現
を
図
る
べ
く
制
定
さ
れ
た
（
平
成
二
十
八
年
に
改
正
）。
年
金
生
活
者
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支
援
給
付
金
法
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
は
、
平
成
二
十
四
年
度
及
び
二
十
五
年
度
の
基
礎
年
金
国
庫
負
担
率
を
、
消
費
税
増
税
に
よ
り
得

ら
れ
る
収
入
を
償
還
財
源
と
す
る
年
金
特
例
公
債
（
つ
な
ぎ
国
債
）
に
よ
り
二
分
の
一
と
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年
の
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
厚
生
年
金
基
金
の
新
設
が
二
十
六
年
か
ら
認
め
ら
れ
な
く

な
る
な
ど
し
た
。
平
成
二
十
六
年
に
年
金
事
業
運
営
改
善
法
（
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の

運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）
が
制
定
さ
れ
、
事
務
処
理

誤
り
等
に
関
す
る
特
例
保
険
料
の
納
付
等
の
制
度
や
年
金
記
録
の
訂
正
手
続
の
創
設
等

が
図
ら
れ
た
。
平
成
二
十
八
年
に
は
公
的
年
金
持
続
可
能
性
向
上
法
（
公
的
年
金
制
度
の

持
続
可
能
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）
が
制
定
さ
れ
、

短
時
間
労
働
者
へ
の
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
の
促
進
等
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
兵
庫
県
内
の
国
民
年
金
の
被
保
険
者
数
（
第
二
号
被
保

険
者
数
を
除
く
）
は
、
図
111
の
と
お
り
変
化
し
た
。
被
保
険
者
は
、
年
を
追
う
ご
と
に

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
特
に
第
三
号
被
保
険
者
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
い

る
（
被
保
険
者
の
各
号
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
第
二
編
第
五
章
第
三
節
二
の
「
新
年
金
制
度
の
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誕
生
」
参
照
）。
ま
た
、
県
内
の
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
数
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
一
〇
六
万
一
八
五
六
人
、
二
十
七
年

度
に
一
一
〇
万
九
六
六
六
人
、
三
十
年
度
に
一
一
七
万
八
人
と
推
移
し
た
。

三　

母
子
・
父
子
福
祉
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
へ

　
平
成
中
期
か
ら
平
成
後
期
に
か
け
て
の
兵
庫
県
内
の
母
子
世
帯
（
便
宜
上
「
母
子
家
庭
」
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
）
と
父
子
世

帯
の
総
数
は
、
表
64
の
と
お
り
で
あ
る
。
母
子
世
帯
数
は
、
平
成
中
期
以
降
に
三
万
世
帯
を
維
持
し
続
け
た
。
平
成
二
十
七
年

時
点
で
、
県
内
の
母
子
世
帯
（
神
戸
、
姫
路
、
西
宮
、
尼
崎
、
明
石
、
宝
塚
、
篠
山
、
南
あ
わ
じ
の
各
市
を
除
く
）
に
な
っ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
離
婚
が
全
体
の
九
割
近
く
を
占
め
、
次
い
で
未
婚
の
母
、
病
死
で
約
一
割
と
な
っ
て
い
た
。

　
平
成
後
期
は
、
母
子
世
帯
と
と
も
に
父
子
世
帯
の
支
援
の
充
実
化
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
に
新

た
に
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
成
立
し
、
二
十
五
年
に
施
行
さ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
に
は
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
が
改
正
と
な
り
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
が
新
た
に
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
母
子
福
祉
資
金
や
寡
婦
福
祉
資
金
だ
け
で
な
く
後
述
す
る
父
子
世
帯
へ
の
父
子
福
祉
資
金
の
貸
付
及

び
自
立
・
就
業
支
援
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
期
か
ら
県
は
、
母
子
・
父
子
世
帯
に
つ
い
て
「
ひ
と
り

親
家
庭
」
と
い
う
呼
び
方
を
用
い
始
め
て
い
る
。

　
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
の
制
定
に
伴
い
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
母
子
自
立
支
援
員
は
、
母
子
・
父
子
自
立
支
援

員
と
改
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
県
内
の
母
子
自
立
支
援
員
、
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
の
相
談
件
数
は
、
平
成
二
十
二
年
度
一

万
五
二
七
八
件
、
二
十
七
年
度
一
万
三
〇
二
六
件
、
三
十
年
度
一
万
一
八
八
二
件
と
推
移
し
た
。
相
談
内
容
は
、
主
に
生
活
一
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般
や
経
済
的
支
援
生
活
援
護
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
母
子
・
父
子
世
帯
や

寡
婦
を
支
援
す
る
施
設
と
し
て
の
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
六
年
に

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
改
称
さ
れ
た
。
平
成
二
十
六
年
時
点
で
の
県
内

の
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
兵
庫
県
母
子
会
館
、
明
石
市
立
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
西
宮
市
立
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
加
古
川
市
総
合
福
祉
会

館
、
赤
穂
市
立
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
神
戸
市
立
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
、
む
つ
み
会
館
の
七
カ
所
で
あ
っ
た
。
他
方
で
公
立
の
母
子
生
活
支

援
施
設
（
旧
母
子
寮
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
尼
崎
市
立
母
子

生
活
支
援
施
設
が
、
二
十
八
年
四
月
に
明
石
市
立
さ
ざ
な
み
園
と
西
宮
市
立
母

子
生
活
支
援
施
設
が
、
そ
れ
ぞ
れ
民
営
化
さ
れ
た
。
洲
本
市
立
母
子
生
活
支
援

施
設
は
、
平
成
十
七
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
）
の
県
内
の
受
給
者
は
、
平
成

二
十
二
年
度
に
四
万
五
五
六
〇
人
、
二
十
七
年
度
に
四
万
三
六
八
二
人
、
三
十

年
度
に
三
万
九
一
九
四
人
と
推
移
し
て
い
る
。
児
童
扶
養
手
当
は
、
平
成
二
十

二
年
の
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
伴
っ
て
、
父
子
世
帯
の
父
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
か
、
二
十
八
年
、
三
十
年

の
法
改
正
に
よ
り
支
援
内
容
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
状
況
は
、
図
112
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
十
年
代

後
半
か
ら
二
十
年
代
前
半
に
か
け
て
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
件
数
・
金
額
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
二
十
年
代
後
半
に
再
び

表 64　母子・父子世帯の状況

兵庫県
神戸市 姫路市 尼崎市 明石市 西宮市

母子世帯
父子世帯

母子世帯
父子世帯

母子世帯
父子世帯

母子世帯
父子世帯

母子世帯
父子世帯

母子世帯
父子世帯

平成22年 34,912�
3,785�

10,807�
1,021�

4,037�
406�

3,488�
386�

1,860�
185�

2,608�
244�

平成27年 33,927�
3,515�

10,615�
1,025�

4,047�
400�

3,117�
305�

1,928�
190�

2,362�
238�

（注）��母子世帯と父子世帯について、平成22年、27年は、未婚、死別又は離別の女
親・男親と、その未婚の20歳未満の子のみから成る一般世帯（他の世帯員が
いないもの）及び未婚、死別又は離別の女親・男親と、その未婚の20歳未満
の子のみから成る一般世帯（他の世帯員がいるものも含む）と定義づけられ
ている。

（「国勢調査」より作成）
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増
加
に
転
じ
て
い
る
。
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
状

況
は
、
図
113
の
と
お
り
に
な
る
。
寡
婦
福
祉
資
金

の
貸
付
は
、
件
数
・
金
額
と
も
に
減
少
と
微
増
を

繰
り
返
し
た
。
父
子
福
祉
資
金
は
、
平
成
二
十
六

年
度
よ
り
県
内
で
の
貸
付
が
始
ま
っ
て
お
り
、
同

年
度
は
二
〇
万
円
（
一
件
）、
三
十
年
度
に
七
三

五
万
九
一
七
六
円
（
一
五
件
）
と
推
移
し
た
。

　
こ
れ
ら
以
外
の
主
な
支
援
と
し
て
、
母
子
家
庭

等
特
別
相
談
の
実
施
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
給
付

事
業
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
兵
庫
県
婦
人
共

励
会
の
受
託
す
る
母
子
福
祉
小
口
資
金
の
貸
付
・

母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
・
母
子
家
庭
等
生
活
指
導
強
化
事
業
（
い
き
い
き
講
座
）、
常
用
雇
用
転
換
奨
励
金
・
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
金
・
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
（
後
に
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
に
改
称
）
の
支
給
等
が
あ
る
。
各
種
給
付
金

の
拡
充
が
続
け
ら
れ
た
一
方
で
、
母
子
福
祉
小
口
資
金
の
貸
付
や
常
用
雇
用
転
換
奨
励
金
の
支
給
は
、
平
成
中
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
廃
止
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
は
平
成
二
十
三
年
度
に
、
ひ
と
り
親
在
宅
就
業
等
の
支
援
（
在
宅
就
業
や
雇
用
に
有
利
な
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
能
力

開
発
等
を
支
援
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
二
十
六
年
に
は
兵
庫
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
自
立
促
進
計
画
が
策
定
に
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至
り
、
二
十
七
年
度
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
支
援
事
業
（
認
定
試
験
に
合
格
し
た
際
に
受
講
費

用
の
一
部
を
支
給
）
や
、
ひ
と
り
親
家
庭
交
流
支
援
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

高
等
職
業
訓
練
促
進
資
金
貸
付
事
業
（
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
活
用
し
て
資
格
取
得
を
目
指
す
場
合
に
、
入
学
準
備
金
、
就
職
準

備
金
を
貸
付
）
も
始
め
ら
れ
た
。

四　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
対
策
の
拡
充

女
性
の

保
護

女
性
の
保
護
（
便
宜
上
「
婦
人
」
と
呼
称
す
る
場
合
が
あ
る
）
や
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
問
題
を
担
当
し
て
き

た
兵
庫
県
立
女
性
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
兵
庫
県
女

性
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
と
名
称
を
変
更
し
た
。
平
成
二
十
五
年
の
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
受
け
て
、
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
者
の
一
時
保
護
が
同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
平
成

二
十
八
年
に
同
セ
ン
タ
ー
は
、
増
築
を
実
施
し
、
収
容
定
員
が
二
七
名
に

増
員
さ
れ
た
。

　
平
成
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
の
県
（
立
）
女
性
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
年
度
別
処
理
状
況
は
、
図
114
の
と
お
り
で
あ
る
。
相
談
に
つ
い
て

は
、
家
庭
・
社
会
問
題
が
大
多
数
と
な
っ
て
い
た
。
そ
ち
ら
に
は
配
偶
者
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等
か
ら
の
暴
力
、
す
な
わ
ち
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
婦
人
保
護
施
設
は
、
平
成
三
十
年
度
時
点
で
兵
庫
県
内
に

神
戸
婦
人
寮
（
定
員
三
〇
人
）
と
姫
路
婦
人
寮
（
定
員
四
〇
人
）

の
二
カ
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
は
千
葉
県
の

長
期
施
設
か
に
た
婦
人
の
村
と
五
人
程
度
の
枠
で
契
約
を
結

ん
で
い
た
。

深
刻
化
す
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
問
題

平
成
中
期
か
ら
平
成
後
期
に

か
け
て
の
兵
庫
県
内
の
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
、
Ｄ
Ｖ
）
の
発
生
状

況
は
、
表
65
の
と
お
り
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数
や
警
察
が
対
応
し
た

暴
力
相
談
等
の
件
数
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
も
従
来
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
Ｄ

Ｖ
被
害
者
の
相
談
、
一
時
保
護
、
自
立
支
援
、
基
盤
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ひ
ょ
う
ご
Ｄ
Ｖ
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
等
）
は
、

引
き
続
き
維
持
さ
れ
た
。
な
お
県
は
、
平
成
十
八
年
か
ら
Ｄ
Ｖ
法
律
相
談
を
始
め
た
ほ
か
、
被
害
者
に
同
伴
す
る
児
童
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
同
伴
児
対
応
指
導
員
を
配
置
し
、
同
伴
児
童
の
保
育
や
学
習
指
導
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

表 65　県内のDVの発生状況

配偶者暴力相談
支援センターの
相談件数

一時保護
の件数

警察が対応
した暴力相
談等の件数

保護命令
の新規受
付件数

平成18年
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

1,561�
2,117�
2,990�
3,438�
3,715�
3,746�
4,947�
6,412�
7,215�
7,670�
7,887�
8,379�
8,489

207�
188�
176�
177�
184�
226�
228�
204�
194�
174�
145�
136�
115�

1,195�
1,642�
1,797�
1,867�
1,885�
1,860�
2,101�
2,113�
2,535�
2,736�
3,010�
3,380
3,453�

194�
146�
168�
155�
142�
117�
150�
144�
147�
138�
134�
131
109�

（注）1．� �配偶者暴力相談支援センターの相談件数と一時保護の件数は、
各年度の数値。

　　 2．保護命令新規受付件数は、神戸地方裁判所管内の数値。
（『兵庫県DV防止・被害者保護計画』より作成）
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平
成
十
八
年
四
月
に
県
は
、
兵
庫
県
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
対
策
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
同
計
画
は
、
第
一
期

計
画
と
な
り
、
被
害
者
や
支
援
を
行
う
者
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
被
害
者
が
自
ら
の
意
思
で
生
活
基
盤
を
回
復
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
被
害
の
予
防
、
被
害
者
の
早
期
発
見
、
相
談
、
保
護
、
自
立
支
援
、
支
援
体
制
の
整

備
を
柱
と
す
る
各
般
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
策
定
の
趣
旨
に
掲
げ
て
い
た
。
計
画
の
基
本
目
標
は
、
①
相
談
体

制
の
充
実
、
②
被
害
者
保
護
対
策
の
充
実
、
③
自
立
支
援
対
策
の
強
化
、
④
Ｄ
Ｖ
対
策
の
環
境
整
備
、
⑤
担
い
手
対
策
の
充
実
、

以
上
の
五
点
に
な
る
。

　
平
成
二
十
年
一
月
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正
・
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、

基
本
計
画
の
策
定
及
び
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
実
施
を
市
町
村
の
努
力
義
務
と
す
る
こ
と
や
、
保
護
命
令

制
度
の
拡
充
等
を
定
め
て
い
た
。
同
法
の
内
容
を
受
け
て
県
は
、平
成
二
十
一
年
四
月
に
兵
庫
県
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）

対
策
基
本
計
画
を
改
定
し
た
。
同
計
画
は
、
第
二
期
計
画
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
目
標
は
、
①
Ｄ
Ｖ
防
止
に
向
け
た
啓
発
・
教

育
の
推
進
、
②
市
町
の
Ｄ
Ｖ
対
策
の
促
進
、
③
相
談
体
制
の
充
実
、
④
緊
急
時
の
安
全
確
保
、
⑤
自
立
支
援
の
推
進
、
⑥
専
門

人
材
の
育
成
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、
以
上
の
六
点
に
な
る
。

　
平
成
二
十
一
年
か
ら
県
は
、
第
二
期
計
画
に
掲
げ
た
目
標
を
実
現
す
る
べ
く
、
多
種
多
様
な
取
組
を
進
め
て
い
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
に
向
け
た
啓
発
・
教
育
活
動
（
大
学
生
及
び
小
・
中
・
高
校
生
向
け
の
教
育
・
啓
発
資
料
の
作
成
、
県
民
対
象
の

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
）、緊
急
時
の
安
全
確
保
（
医
療
機
関
と
の
連
携
）、被
害
者
支
援
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
）

等
の
、
さ
ら
な
る
充
実
化
で
あ
る
。
平
成
二
十
五
年
か
ら
は
、
自
立
支
援
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
婦
人
保
護
施
設
退
所
者
へ

の
継
続
支
援
（
退
所
後
も
継
続
的
に
自
立
生
活
に
係
る
相
談
、
指
導
等
の
援
助
を
行
う
こ
と
で
対
象
者
の
地
域
社
会
で
の
自
立
を
支
援
）
を
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開
始
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
に
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
に
改
め
ら
れ
た
。
同
法
は
、
生
活
の
本
拠
を
と
も
に
す
る
交
際
（
婚
姻
関
係

に
お
け
る
共
同
生
活
に
類
す
る
共
同
生
活
を
営
ん
で
い
な
い
も
の
を
除
く
）
を
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
方
か
ら
の
暴
力
及
び
そ
の
被
害

者
に
も
法
律
を
適
用
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

　
平
成
二
十
六
年
四
月
に
県
は
、
兵
庫
県
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
対
策
基
本
計
画
を
、
兵
庫
県
Ｄ
Ｖ
防
止
・
被
害
者

保
護
計
画
に
改
称
か
つ
計
画
内
容
を
改
定
し
た
。
同
計
画
は
、
第
三
期
計
画
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
目
標
も
第
二
期
計
画
か
ら

変
更
は
生
じ
て
い
な
い
。
県
は
、
市
町
の
Ｄ
Ｖ
対
策
の
促
進
の
一
環
と
し
て
「
庁
内
Ｄ
Ｖ
対
策
連
絡
会
議
設
置
・
運
営
の
手
引

き
」
の
作
成
・
配
布
、
自
立
支
援
の
推
進
の
一
環
と
し
て
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
地
域
生
活
の
定
着
や
自
立
を
支
え
る
民
間
支
援
団
体

へ
の
活
動
費
の
一
部
助
成
と
い
っ
た
取
組
を
新
た
に
始
め
る
な
ど
し
た
。

第
五
節
　
人
権
問
題
の
複
雑
化
・
多
様
化
へ
の
対
応

一　

二
一
世
紀
が
人
権
の
世
紀
に
な
る
た
め
に

国
連
に
お
け
る 

人
権
問
題
の
取
組

国
連
は
、
二
一
世
紀
を
「
人
権
の
世
紀
」
と
す
る
た
め
、「
人
権
と
い
う
普
遍
的
文
化
」
の
構
築
を
目
指
し
、

人
権
に
関
す
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
十
七（
二
〇
〇
五
）年
に
は「
人
権
の
主
流
化
」
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